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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放射線画像を記録する放射線画像検出器から読み出された前記放射線画像を表わす放射
線画像データに対し、オフセットまたは感度を補正する補正データを用いてオフセットま
たは感度の補正を行い、かつ前記補正データの更新を行なう放射線画像データ補正方法に
おいて、
　前記放射線画像検出器から読み出された複数枚の補正用画像データを用いて前記補正デ
ータとして高周波成分用補正データを生成し、かつ該高周波成分用補正データを生成する
際に用いた補正用画像データの枚数よりも少ない枚数の補正用画像データを用いて低周波
成分用補正データを生成し、
　前記低周波成分用補正データと前記高周波成分用補正データとについてそれぞれ更新す
ることを特徴とする放射線画像データ補正方法。
【請求項２】
　前記高周波成分用補正データを更新する時間間隔が前記低周波成分用補正データを更新
する時間間隔よりも長いことを特徴とする請求項１記載の放射線画像データ補正方法。
【請求項３】
　前記高周波成分用補正データと前記低周波成分用補正データとが、感度の補正を行うた
めに生成されたものであることを特徴とする請求項２記載の放射線画像データ補正方法。
【請求項４】
　取得モード毎に前記補正用画像データを取得し、
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　該取得した各補正用画像データに基づいて、前記取得モード毎の前記低周波成分用補正
データと前記高周波成分用補正データとを生成して更新することを特徴とする請求項１か
ら３いずれか１項記載の放射線画像データ補正方法。
【請求項５】
　オフセット補正用の前記低周波成分用補正データを複数回更新するために用いられた複
数の前記補正用画像データに基づいて、オフセット補正用の前記高周波成分用補正データ
を生成することを特徴とする請求項１から４いずれか１項記載の放射線画像データ補正方
法。
【請求項６】
　放射線画像を記録する放射線画像検出器から読み出された前記放射線画像を表わす放射
線画像データに対し、オフセットを補正するオフセット補正データと感度を補正する感度
補正データとを用いてオフセットおよび感度の補正を行ない、かつ前記オフセット補正デ
ータおよび前記感度補正データの更新を行なう放射線画像データ補正方法において、
　前記放射線画像検出器から読み出された複数枚のオフセット補正用画像データを用いて
前記オフセット補正データとして高周波成分用オフセット補正データを生成し、かつ該高
周波成分用オフセット補正データを生成する際に用いたオフセット補正用画像データの枚
数よりも少ない枚数のオフセット補正用画像データを用いて低周波成分用オフセット補正
データを生成し、
　前記放射線画像検出器から読み出された複数枚の感度補正用画像データを用いて前記感
度補正データとして高周波成分用感度補正データを生成し、かつ該高周波成分用感度補正
データを生成する際に用いた感度補正用画像データの枚数よりも少ない枚数の感度補正用
画像データを用いて低周波成分用感度補正データを生成し、
　前記低周波成分用オフセット補正データおよび前記高周波成分用オフセット補正データ
をそれぞれ更新し、かつ前記低周波成分用感度補正データおよび前記高周波成分用感度補
正データをそれぞれ更新し、
　前記低周波成分用オフセット補正データの更新の時間間隔を前記低周波成分用感度補正
データの更新の時間間隔よりも短くし、かつ前記高周波成分用オフセット補正データの更
新の時間間隔を前記高周波成分用感度補正データの更新の時間間隔よりも短くすることを
特徴とする放射線画像データ補正方法。
【請求項７】
　放射線画像を記録する放射線画像検出器から読み出された前記放射線画像を表わす放射
線画像データに対してオフセットまたは感度を補正する補正データを用いてオフセットま
たは感度の補正を行なう補正部と、前記補正データの更新を行なう補正データ更新部とを
備えた放射線画像データ補正装置において、
　前記補正データ更新部が、前記放射線画像検出器から読み出された複数枚の補正用画像
データを用いて前記補正データとして高周波成分用補正データを生成し、かつ該高周波成
分用補正データを生成する際に用いた補正用画像データの枚数よりも少ない枚数の補正用
画像データを用いて低周波成分用補正データを生成し、前記低周波成分用補正データと前
記高周波成分用補正データとについてそれぞれ更新するものであることを特徴とする放射
線画像データ補正装置。
【請求項８】
　前記補正データ更新部が、前記高周波成分用補正データの更新を前記低周波成分用補正
データの更新の時間間隔よりも長い時間間隔で行うものであることを特徴とする請求項７
記載の放射線画像データ補正装置。
【請求項９】
　前記高周波成分用補正データと前記低周波成分用補正データとが、感度の補正を行うた
めに生成されたものであることを特徴とする請求項８記載の放射線画像データ補正装置。
【請求項１０】
　前記補正データ更新部が、取得モード毎の前記補正用画像データを取得し、該取得した
各補正用画像データに基づいて、前記取得モード毎の前記低周波成分用補正データと前記
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高周波成分用補正データとを生成して更新するものであることを特徴とする請求項７から
９いずれか１項記載の放射線画像データ補正装置。
【請求項１１】
　前記補正データ更新部が、オフセット補正用の前記低周波成分用補正データを複数回更
新するために用いられた複数の前記補正用画像データに基づいて、オフセット補正用の前
記高周波成分用補正データを生成するものであることを特徴とする請求項７から１０いず
れか１項記載の放射線画像データ補正装置。
【請求項１２】
　放射線画像を記録する放射線画像検出器から読み出された前放射線画像を表わす放射線
画像データに対し、オフセットを補正するオフセット補正データと感度を補正する感度補
正データとを用いてオフセットおよび感度の補正を行なう補正部と、前記オフセット補正
データおよび前記感度補正データの更新を行なう補正データ更新部とを備えた放射線画像
データ補正装置において、
　前記補正データ更新部が、前記放射線画像検出器から読み出された複数枚のオフセット
補正用画像データを用いて前記オフセット補正データとして高周波成分用オフセット補正
データを生成し、かつ該高周波成分用オフセット補正データを生成する際に用いたオフセ
ット補正用画像データの枚数よりも少ない枚数のオフセット補正用画像データを用いて低
周波成分用オフセット補正データを生成し、
　前記放射線画像検出器から読み出された複数枚の感度補正用画像データを用いて前記感
度補正データとして高周波成分用感度補正データを生成し、かつ該高周波成分用感度補正
データを生成する際に用いた感度補正用画像データの枚数よりも少ない枚数の感度補正用
画像データを用いて低周波成分用感度補正データを生成し、
　前記低周波成分用オフセット補正データおよび前記高周波成分用オフセット補正データ
をそれぞれ更新し、かつ前記低周波成分用感度補正データおよび前記高周波成分用感度補
正データをそれぞれ更新し、前記低周波成分用オフセット補正データの更新の時間間隔を
前記低周波成分用感度補正データの更新の時間間隔よりも短くし、かつ前記高周波成分用
オフセット補正データの更新の時間間隔を前記高周波成分用感度補正データの更新の時間
間隔よりも短くするものであることを特徴とする放射線画像データ補正装置。
【請求項１３】
　放射線を被写体に向かって射出する放射線源および該放射線源から射出された放射線の
前記被写体上での照射野を絞る照射野絞りを有する放射線照射部と、前記放射線照射部に
より照射され前記被写体を透過した放射線を検出し、前記被写体の放射線画像を記録する
放射線画像検出器と、該放射線画像検出器により記録された放射線画像を表わす放射線画
像データを取得する放射線画像データ取得部と、該放射線画像データ取得部により取得さ
れた放射線画像データに対してオフセットまたは感度を補正する補正データを用いてオフ
セットまたは感度の補正を行なう補正部と、前記補正データの更新を行なう補正データ更
新部とを備えた放射線画像撮影装置において、
　前記補正データ更新部が、前記放射線画像検出器から読み出された複数枚の補正用画像
データを用いて前記補正データとして高周波成分用補正データを生成し、かつ該高周波成
分用補正データを生成する際に用いた補正用画像データの枚数よりも少ない枚数の補正用
画像データを用いて低周波成分用補正データを生成し、前記低周波成分用補正データと前
記高周波成分用補正データとについてそれぞれ更新するものであることを特徴とする放射
線画像撮影装置。
【請求項１４】
　前記補正データ更新部が、前記高周波成分用補正データの更新を前記低周波成分用補正
データの更新の時間間隔よりも長い時間間隔で行うものであることを特徴とする請求項１
３記載の放射線画像撮影装置。
【請求項１５】
　前記高周波成分用補正データと前記低周波成分用補正データとが、感度の補正を行うた
めに生成されたものであることを特徴とする請求項１４記載の放射線画像撮影装置。
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【請求項１６】
　前記補正データ更新部が、取得モード毎の前記補正用画像データを取得し、該取得した
各補正用画像データに基づいて、前記取得モード毎の前記低周波成分用補正データと前記
高周波成分用補正データとを生成して更新するものであることを特徴とする請求項１３か
ら１５いずれか１項記載の放射線画像撮影装置。
【請求項１７】
　前記補正データ更新部が、オフセット補正用の前記低周波成分用補正データを複数回更
新するために用いられた複数の前記補正用画像データに基づいて、オフセット補正用の前
記高周波成分用補正データを生成するものであることを特徴とする請求項１３から１６い
ずれか１項記載の放射線画像撮影装置。
【請求項１８】
　放射線を被写体に向かって射出する放射線源および該放射線源から射出された放射線の
前記被写体上での照射野を絞る照射野絞りを有する放射線照射部と、前記放射線照射部に
より照射され前記被写体を透過した放射線を検出し、前記被写体の放射線画像を記録する
放射線画像検出器と、該放射線画像検出器により記録された放射線画像を表わす放射線画
像データを取得する放射線画像データ取得部と、該放射線画像データ取得部により取得さ
れた放射線画像データに対してオフセットを補正するオフセット補正データと感度を補正
する感度補正データとを用いてオフセットおよび感度の補正を行なう補正部と、前記オフ
セット補正データおよび前記感度補正データの更新を行なう補正データ更新部とを備えた
放射線画像撮影装置において、
　前記補正データ更新部が、前記放射線画像検出器から読み出された複数枚のオフセット
補正用画像データを用いて前記オフセット補正データとして高周波成分用オフセット補正
データを生成し、かつ該高周波成分用オフセット補正データを生成する際に用いたオフセ
ット補正用画像データの枚数よりも少ない枚数のオフセット補正用画像データを用いて低
周波成分用オフセット補正データを生成し、
　前記放射線画像検出器から読み出された複数枚の感度補正用画像データを用いて前記感
度補正データとして高周波成分用感度補正データを生成し、かつ該高周波成分用感度補正
データを生成する際に用いた感度補正用画像データの枚数よりも少ない枚数の感度補正用
画像データを用いて低周波成分用感度補正データを生成し、
　前記低周波成分用オフセット補正データおよび前記高周波成分用オフセット補正データ
をそれぞれ更新し、かつ前記低周波成分用感度補正データおよび前記高周波成分用感度補
正データをそれぞれ更新し、前記低周波成分用オフセット補正データの更新の時間間隔を
前記低周波成分用感度補正データの更新の時間間隔よりも短くし、かつ前記高周波成分用
オフセット補正データの更新の時間間隔を前記高周波成分用感度補正データの更新の時間
間隔よりも短くするものであることを特徴とする放射線画像撮影装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、放射線画像検出器から読み出された放射線画像データに対し、オフセット補
正データに基づいてオフセット補正を行なうとともに、そのオフセット補正データを更新
する放射線画像データ補正方法および装置並びに放射線画像撮影装置に関するものである
。
【背景技術】
【０００２】
　従来、医療分野などにおいて、被写体を透過した放射線の照射により被写体に関する放
射線画像を記録する放射線画像検出器が各種提案、実用化されている。
【０００３】
　上記放射線画像検出器としては、たとえば、放射線の照射により電荷を発生するアモル
ファスセレンを利用した放射線画像検出器があり、そのような放射線画像検出器として、
いわゆる光読取方式のものが提案されている。
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【０００４】
　光読取方式の放射線画像検出器としては、たとえば、放射線画像を担持した放射線を透
過する第１の電極層、第１の電極層を透過した放射線の照射を受けることにより電荷を発
生する記録用光導電層、記録用光導電層において発生した電荷のうち一方の極性の電荷に
対しては絶縁体として作用し、且つ他方の極性の電荷に対しては導電体として作用する電
荷輸送層、読取光の照射を受けることにより電荷を発生する読取用光導電層、および読取
光を透過する透明線状電極と読取光を遮光する遮光線状電極とからなる第２の電極層をこ
の順に積層してなるものが提案されている。
【０００５】
　上記のような光読取方式の放射線画像検出器に放射線画像を記録する際には、まず、高
圧電源によって放射線画像検出器の第１の電極層に負の電圧を印加した状態において、被
写体を透過して被写体の放射線画像を担持した放射線が放射線画像検出器の第１の電極層
側から照射される。
【０００６】
　そして、放射線画像検出器に照射された放射線は、第１の電極層を透過し、記録用光導
電層に照射される。そして、その放射線の照射によって記録用光導電層において電荷対が
発生し、そのうち正の電荷は第１の電極層に帯電した負の電荷と結合して消滅し、負の電
荷は潜像電荷として記録用光導電層と電荷輸送層との界面に形成される蓄電部に蓄積され
て放射線画像が記録される。
【０００７】
　そして、次に、第１の電極層が接地された状態において、第２の電極層側から読取光が
照射され、読取光は透明線状電極を透過して読取用光導電層に照射される。読取光の照射
により読取用光導電層において発生した正の電荷が蓄電部における潜像電荷と結合すると
ともに、負の電荷が透明線状電極および遮光線状電極に帯電した正の電荷と結合する際に
流れる電流が遮光線状電極に接続されたチャージアンプにより検出されて放射線画像に応
じた放射線画像データの読取りが行われる。
【０００８】
　ここで、上記のような放射線画像検出器から出力された放射線画像データに対しては、
いわゆるオフセット補正を施すことが提案されている。
【０００９】
　そして、このオフセット補正に用いられるオフセット補正データは、高圧電圧を第１の
電極層に印加し、放射線を放射線画像検出器に照射していない状態において読取り行なう
ことによって取得されるが、このオフセット補正データは放射線画像検出器の状態によっ
て変動があるため所定の間隔で更新することが望ましい。
【特許文献１】特開２００６－３０５２２８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかしながら、精度の高いオフセット補正を行なうためには複数枚のオフセット画像デ
ータに基づいてオフセット補正データを生成する必要あるが、その複数枚のオフセット画
像データを全て取得するのに非常に長い時間を要するため、作業効率が低下してしまう。
【００１１】
　また、上述した放射線画像の記録においては、撮影部位などの撮影条件に応じて放射線
照射時間が制御され、それに伴って高圧電圧の印加時間も種々の時間に制御される。そし
て、高圧電圧の印加時間に応じて放射線画像検出器において発生するオフセットも異なる
ため、補正精度の高いオフセット補正を行なうには、高圧電圧の印加時間毎のオフセット
補正データが必要となる。したがって、高圧電圧の印加時間毎について、それぞれ複数枚
のオフセット画像データを取得する必要があり、さらに長い時間を要してしまう。
【００１２】
　特許文献１には、放射線画像検出器から出力される画像データを監視して補正データを
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更新するタイミングを決定することによって、補正データの更新間隔を延ばす方法が提案
されているが、その更新に要する時間自体は短縮することができない。
【００１３】
　また、放射線画像検出器から出力された放射線画像データに対しては、オフセット補正
だけでなく、いわゆる感度補正も施されるが、この感度補正に用いられる感度補正データ
についても、オフセット補正データと同様に所定の間隔で更新することが望ましく、オフ
セット補正データと同様に、そのデータの取得時間に非常に長い時間を要するという問題
がある。
【００１４】
　本発明は、上記の事情に鑑み、オフセットまたは感度の補正を行う補正データの更新時
間の短縮を図ることができる放射線画像データ補正方法および装置並びに放射線画像撮影
装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明の第１の放射線画像データ補正方法は、放射線画像検出器から読み出された放射
線画像を表わす放射線画像データに対し、オフセットまたは感度を補正する補正データを
用いてオフセットまたは感度の補正を行なうとともに、補正データの更新を行なう放射線
画像データ補正方法において、放射線画像検出器から読み出された補正用画像データに基
づいて、補正データとして低周波成分用補正データと高周波成分用補正データとを生成し
、低周波成分用補正データと高周波成分用補正データとについてそれぞれ更新することを
特徴とする。
【００１６】
　また、上記本発明の第１の放射線画像データ補正方法においては、高周波成分用補正デ
ータを更新する時間間隔を低周波成分用補正データを更新する時間間隔よりも長くするこ
とができる。
【００１７】
　また、高周波成分用補正データを生成するために用いる補正用画像データの数よりも低
周波成分用補正データを生成するために用いる補正用画像データの数の方が少なくなるよ
うにすることができる。
【００１８】
　また、取得モード毎に補正用画像データを取得し、その取得した各補正用画像データに
基づいて、取得モード毎の低周波成分用補正データと高周波成分用補正データとを生成し
て更新するようにすることができる。
【００１９】
　また、低周波成分用補正データを複数回更新するために用いられた複数の補正用画像デ
ータに基づいて高周波成分用補正データを生成するようにすることができる。
【００２０】
　本発明の第２の放射線画像データ補正方法は、放射線画像を記録する放射線画像検出器
から読み出された放射線画像を表わす放射線画像データに対し、オフセットを補正するオ
フセット補正データと感度を補正する感度補正データとを用いてオフセットおよび感度の
補正を行なうとともに、オフセット補正データおよび感度補正データの更新を行なう放射
線画像データ補正方法において、放射線画像検出器から読み出されたオフセット補正用画
像データに基づいて、オフセット補正データとして低周波成分用オフセット補正データと
高周波成分用オフセット補正データとを生成するとともに、放射線画像検出器から読み出
された感度補正用画像データに基づいて、感度補正データとして低周波成分用感度補正デ
ータと高周波成分用感度補正データとを生成し、低周波成分用オフセット補正データおよ
び高周波成分用オフセット補正データをそれぞれ更新するとともに、低周波成分用感度補
正データおよび高周波成分用感度補正データをそれぞれ更新し、低周波成分用オフセット
補正データの更新の時間間隔を低周波成分用感度補正データの更新の時間間隔よりも短く
するとともに、高周波成分用オフセット補正データの更新の時間間隔を高周波成分用感度
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補正データの更新の時間間隔よりも短くすることを特徴とする。
【００２１】
　本発明の第１の放射線画像データ補正装置は、放射線画像検出器から読み出された放射
線画像を表わす放射線画像データに対してオフセットまたは感度を補正する補正データを
用いてオフセットまたは感度の補正を行なうオフセット補正部と、補正データの更新を行
なう補正データ更新部とを備えた放射線画像データ補正装置において、補正データ更新部
が、放射線画像検出器から読み出された補正用画像データに基づいて、補正データとして
低周波成分用補正データと高周波成分用補正データとを生成し、低周波成分用補正データ
と高周波成分用補正データとについてそれぞれ更新するものであることを特徴とする。
【００２２】
　また、上記本発明の第１の放射線画像データ補正装置においては、補正データ更新部を
、高周波成分用補正データの更新を低周波成分用補正データの更新の時間間隔よりも長い
時間間隔で行うものとすることができる。
【００２３】
　また、補正データ更新部を、高周波成分用補正データを生成するために用いる補正用画
像データの数よりも少ない数の補正用画像データを用いて低周波成分用補正データを生成
するものとすることができる。
【００２４】
　また、補正データ更新部を、取得モード毎の補正用画像データを取得し、その取得した
各補正用画像データに基づいて、取得モード毎の低周波成分用補正データと高周波成分用
補正データとを生成して更新するものとすることができる。
【００２５】
　また、補正データ更新部を、低周波成分用補正データを複数回更新するために用いられ
た複数の補正用画像データに基づいて高周波成分用補正データを生成するものとすること
ができる。
【００２６】
　本発明の第２の放射線画像データ補正装置は、放射線画像を記録する放射線画像検出器
から読み出された前放射線画像を表わす放射線画像データに対し、オフセットを補正する
オフセット補正データと感度を補正する感度補正データとを用いてオフセットおよび感度
の補正を行なう補正部と、オフセット補正データおよび感度補正データの更新を行なう補
正データ更新部とを備えた放射線画像データ補正装置において、補正データ更新部が、放
射線画像検出器から読み出されたオフセット補正用画像データに基づいて、オフセット補
正データとして低周波成分用オフセット補正データと高周波成分用オフセット補正データ
とを生成するとともに、放射線画像検出器から読み出された感度補正用画像データに基づ
いて、感度補正データとして低周波成分用感度補正データと高周波成分用感度補正データ
とを生成し、低周波成分用オフセット補正データおよび高周波成分用オフセット補正デー
タをそれぞれ更新するとともに、低周波成分用感度補正データおよび高周波成分用感度補
正データをそれぞれ更新し、低周波成分用オフセット補正データの更新の時間間隔を低周
波成分用感度補正データの更新の時間間隔よりも短くするとともに、高周波成分用オフセ
ット補正データの更新の時間間隔を高周波成分用感度補正データの更新の時間間隔よりも
短くするものであることを特徴とする。
【００２７】
　また、本発明の第１の放射線画像撮影装置は、放射線を被写体に向かって射出する放射
線源および放射線源から射出された放射線の被写体上での照射野を絞る照射野絞りを有す
る放射線照射部と、放射線照射部により照射され被写体を透過した放射線を検出し、被写
体の放射線画像を記録する放射線画像検出器と、放射線画像検出器により記録された放射
線画像を表わす放射線画像データを取得する放射線画像データ取得部と、放射線画像デー
タ取得部により取得された放射線画像データに対してオフセットまたは感度を補正する補
正データを用いてオフセットまたは感度の補正を行なう補正部と、補正データの更新を行
なう補正データ更新部とを備えた放射線画像撮影装置において、補正データ更新部が、放
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射線画像検出器から読み出された補正用画像データに基づいて、補正データとして低周波
成分用補正データと高周波成分用補正データとを生成し、低周波成分用補正データと高周
波成分用補正データとについてそれぞれ更新するものであることを特徴とする。
【００２８】
　また、上記本発明の第１の放射線画像撮影装置においては、補正データ更新部を、高周
波成分用補正データの更新を低周波成分用補正データの更新の時間間隔よりも長い時間間
隔で行うものとすることができる。
【００２９】
　また、補正データ更新部を、高周波成分用補正データを生成するために用いる補正用画
像データの数よりも少ない数の補正用画像データを用いて低周波成分用補正データを生成
するものとすることができる。
【００３０】
　また、補正データ更新部を、取得モード毎の補正用画像データを取得し、その取得した
各補正用画像データに基づいて、取得モード毎の低周波成分用補正データと高周波成分用
補正データとを生成して更新するものとすることができる。
【００３１】
　また、補正データ更新部を、低周波成分用補正データを複数回更新するために用いられ
た複数の補正用画像データに基づいて高周波成分用補正データを生成するものとすること
ができる。
【００３２】
　本発明の第２の放射線画像撮影装置は、放射線を被写体に向かって射出する放射線源お
よび該放射線源から射出された放射線の被写体上での照射野を絞る照射野絞りを有する放
射線照射部と、放射線照射部により照射され被写体を透過した放射線を検出し、被写体の
放射線画像を記録する放射線画像検出器と、該放射線画像検出器により記録された放射線
画像を表わす放射線画像データを取得する放射線画像データ取得部と、該放射線画像デー
タ取得部により取得された放射線画像データに対してオフセットを補正するオフセット補
正データと感度を補正する感度補正データとを用いてオフセットおよび感度の補正を行な
う補正部と、オフセット補正データおよび感度補正データの更新を行なう補正データ更新
部とを備えた放射線画像撮影装置において、補正データ更新部が、放射線画像検出器から
読み出されたオフセット補正用画像データに基づいて、オフセット補正データとして低周
波成分用オフセット補正データと高周波成分用オフセット補正データとを生成するととも
に、放射線画像検出器から読み出された感度補正用画像データに基づいて、感度補正デー
タとして低周波成分用感度補正データと高周波成分用感度補正データとを生成し、低周波
成分用オフセット補正データおよび高周波成分用オフセット補正データをそれぞれ更新す
るとともに、低周波成分用感度補正データおよび高周波成分用感度補正データをそれぞれ
更新し、低周波成分用オフセット補正データの更新の時間間隔を低周波成分用感度補正デ
ータの更新の時間間隔よりも短くするとともに、高周波成分用オフセット補正データの更
新の時間間隔を高周波成分用感度補正データの更新の時間間隔よりも短くするものである
ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００３３】
　本発明の第１の放射線画像データ補正方法および装置並びに放射線画像撮影装置によれ
ば、放射線画像検出器から読み出された補正用画像データに基づいて、オフセットまたは
感度補正データとして低周波成分用補正データと高周波成分用補正データとを生成し、低
周波成分用補正データと高周波成分用補正データとについてそれぞれ更新するようにした
ので、たとえば、低周波成分用補正データについては毎日更新するようにし、高周波成分
用補正データについては１週間毎に更新するようにすれば、低周波成分用補正データを作
成するためには１枚のオフセット画像データしか必要ないので、毎日の更新時間を短縮す
ることができる。
【００３４】
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　また、上記発明の放射線画像データ補正方法および装置並びに放射線画像撮影装置にお
いて、低周波成分用補正データを複数回更新するために用いられた複数の補正用画像デー
タに基づいて高周波成分用補正データを生成するようにした場合には、低周波成分用補正
データを生成するために取得した補正用画像データを高周波成分用補正データを生成する
ための補正用画像データとして兼用するようにしたので、高周波成分用補正データを生成
するための複数のオフセット画像データを改めて取得する必要がなく、更新時間の短縮を
さらに図ることができる。
【００３５】
　本発明の第２の放射線画像データ補正方法および装置並びに放射線画像撮影装置によれ
ば、放射線画像検出器から読み出されたオフセット補正用画像データに基づいて、オフセ
ット補正データとして低周波成分用オフセット補正データと高周波成分用オフセット補正
データとを生成するとともに、放射線画像検出器から読み出された感度補正用画像データ
に基づいて、感度補正データとして低周波成分用感度補正データと高周波成分用感度補正
データとを生成し、低周波成分用オフセット補正データおよび高周波成分用オフセット補
正データをそれぞれ更新するとともに、低周波成分用感度補正データおよび高周波成分用
感度補正データをそれぞれ更新し、低周波成分用オフセット補正データの更新の時間間隔
を低周波成分用感度補正データの更新の時間間隔よりも長くするとともに、高周波成分用
オフセット補正データの更新の時間間隔を高周波成分用感度補正データの更新の時間間隔
よりも長くするようにしたので、たとえば、オフセット補正データについては、高周波成
分用オフセット補正データは週に一回更新するとともに、低周波成分用オフセット補正デ
ータについては毎日更新し、感度補正データについては、放射線の曝射の操作が必要とな
るので、低周波成分用感度補正データを週に一回更新するとともに、高周波成分用感度補
正データを半年に一回更新するようにすれば、更新の手間を省くことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３６】
　以下、図面を参照して本発明の放射線画像データ補正装置の一実施形態を用いた乳房画
像撮影表示システムについて説明する。本乳房画像撮影表示システムは、放射線画像デー
タを補正するために用いられる補正データの更新方法に特徴を有するものであるが、まず
は、そのシステム全体の概略構成について説明する。図１は、本乳房画像撮影表示システ
ムの概略構成を示す図である。
【００３７】
　本乳房画像撮影表示システムは、乳房の放射線画像を撮影する乳房画像撮影装置１０と
、乳房画像撮影装置１０により撮影された乳房の放射線画像を表わす放射線画像データに
基づいて乳房の放射線画像を表示する乳房画像表示装置２０とを備えている。
【００３８】
　乳房画像撮影装置１０は、内部に放射線源１を収納する放射線照射部２と、被写体であ
る乳房Ｍが設置される撮影台３と、放射線照射部２と撮影台３とが対向するように端部に
取り付けられ、軸Ｃで回転可能に基台５に取り付けられたアーム４とを備えている。そし
て、アーム４には、撮影台３上に設置された乳房Ｍを圧迫する圧迫板６が取り付けられて
いる。
【００３９】
　撮影台３内には、放射線画像検出器３０をケースに収納したカセッテ１５が内部に設置
される。また、カセッテ１５内には、放射線画像検出器３０とともに、後述する読取光を
放射線画像検出器３０に照射する読取光源と読取光源を移動させる移動機構とが設けられ
ている。
【００４０】
　放射線画像検出器３０としては、たとえば、記録方式の観点からは、いわゆる直接変換
方式または間接変換方式のどちらの方式のものを利用してもよく、また、読取方式の観点
からは、いわゆる光読取方式またはＴＦＴ読取方式のどちらの方式のものを利用してもよ
いが、本実施形態においては、直接変換方式および光読取方式の放射線画像検出器を利用
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するものとする。図３は、本実施形態のおける放射線画像検出器３０の斜視図、図４は図
３に示す放射線画像検出器の４－４線断面図である。
【００４１】
　放射線画像検出器３０は、図３および図４に示すように、高圧のバイアス電圧が印加さ
れ、放射線画像を担持した放射線を透過する第１の電極層３１、第１の電極層１を透過し
た放射線の照射を受けることにより電荷を発生する記録用光導電層３２、記録用光導電層
３２において発生した電荷のうち一方の極性の電荷に対しては絶縁体として作用し、且つ
他方の極性の電荷に対しては導電体として作用する電荷輸送層３３、読取光の照射を受け
ることにより電荷を発生する読取用光導電層３４、および読取光を透過する複数の透明線
状電極３７と読取光を遮光する複数の遮光線状電極３８とが所定の間隔を空けて交互に平
行に配列された第２の電極層３５をこの順に積層してなるものである。記録用光導電層３
２と電荷輸送層３３との界面近傍には、記録用光導電層３２内で発生した電荷を蓄積する
蓄電部３６が形成される。なお、上記各層は、ガラス基板上に第２の電極層３５から順に
形成されるものであるが、図３および図４においては、ガラス基板を省略している。また
、各層の材料などについては、公知の材料を使用することができるので、ここでは詳細な
説明は省略する。
【００４２】
　ここで、放射線画像検出器３０への放射線画像の記録および読取りの作用について説明
する。
【００４３】
　まず、図５（Ａ）に示すように、高圧電源４０によって放射線画像検出器３０の第１の
電極層３１に負の電圧を印加した状態において、被写体を透過して被写体の放射線画像を
担持した放射線が放射線画像検出器３０の第１の電極層３１側から照射される。
【００４４】
　そして、放射線画像検出器３０に照射された放射線は、第１の電極層３１を透過し、記
録用光導電層３２に照射される。そして、その放射線の照射によって記録用光導電層３２
において電荷対が発生し、そのうち正の電荷は第１の電極層３１に帯電した負の電荷と結
合して消滅し、負の電荷は潜像電荷として記録用光導電層３２と電荷輸送層３３との界面
に形成される蓄電部３６に蓄積されて放射線画像が記録される（図５（Ｂ）参照）。
【００４５】
　そして、次に、図６に示すように、第１の電極層３１が接地された状態において、線状
の読取光源（図示省略）が走査されて第２の電極層３５側から線状の読取光Ｌ１が照射さ
れ、読取光Ｌ１は透明線状電極３７を透過して読取用光導電層３４に照射される。読取光
Ｌ１の照射により読取用光導電層３４において発生した正の電荷が蓄電部３６における潜
像電荷と結合するとともに、負の電荷が、遮光線状電極３８に接続されたチャージアンプ
５０を介して遮光線状電極３８に帯電した正の電荷と結合する。
【００４６】
　そして、読取用光導電層３４において発生した負の電荷と遮光線状電極３８に帯電した
正の電荷との結合によって、チャージアンプ５０に電流が流れ、この電流が積分されて画
像信号として検出され、放射線画像に応じた画像信号の読取りが行われる。そして、この
画像信号はＡ／Ｄ変換などの処理が施されて放射線画像データとして出力される。
【００４７】
　乳房画像表示装置２０は、図２に示すように、乳房画像撮影装置１０における放射線画
像検出器３０から読み出された放射線画像データを取得する放射線画像データ取得部１２
と、放射線画像データ取得部１２により取得された放射線画像データに対してオフセット
補正などを行なう補正部１４と、補正部１４において用いられる補正データの更新を行な
う補正データ更新部１６と、補正部１４において補正された放射線画像データに基づいて
放射線画像を表示する表示部１８と、乳房画像撮影装置１０および上記各部に制御信号を
出力してシステム全体の制御を行なう制御部２２とを備えている。
【００４８】
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　放射線画像データ取得部１２は、放射線画像データを記憶するメモリを有し、入力され
た放射線画像データを上記メモリに記憶するとともに、メモリに記憶された放射線画像デ
ータを補正部１４に出力するものである。
【００４９】
　補正部１４は、入力された放射線画像データにオフセット補正およびシェーディング（
感度）補正などの補正処理を施すものである。
【００５０】
　補正データ更新部１６は、補正部１４においてオフセット補正やシェーディング（感度
）補正などの補正処理を行うために用いられる補正データを記憶するとともに、所定の周
期で更新するものであるが、その更新のタイミングについては後で詳述する
　表示部２５は、モニタを有し、乳房の放射線画像を含む放射線画像全体をそのモニタに
より表示するものである。
【００５１】
　次に、本乳房画像撮影表示システムの作用について、図１～図６と図７および図８に示
すフローチャートを参照しながら説明する。
【００５２】
　本乳房画像撮影表示システムにおいては、毎日行なわれるシーケンスと１週間毎に行な
われるシーケンスとが異なる。まずは、毎日行なわれるシーケンスについて、図７のフロ
ーチャートを用いて説明する。
【００５３】
　まず、乳房画像撮影表示システムの全体の電源が投入され、システム全体が立ち上げら
れる（Ｓ１０）。そして、次に、乳房画像撮影装置１０における放射線画像検出器３０の
安定化処理が行なわれる（Ｓ１２）。この処理は、放射線画像検出器３０を安定化させる
ために行なう処理であるが、読取光による走査は行わない。
【００５４】
　次に、放射線画像検出器３０によるオフセット画像データの取得が複数回行なわれる（
Ｓ１４）。オフセット画像データの取得は、放射線を曝射しない状態で放射線画像検出器
３０の第１の電極層３１に所定時間だけ高圧電圧を印加し、電圧を停止した後、読取光に
より走査して読取り行なうことにより行なわれる。
【００５５】
　そして、次に、高圧電圧（以下「ＨＶ」という）の印加時間毎のオフセット画像データ
をそれぞれ１回取得する（Ｓ１６）。なお、本乳房画像撮影表示システムにおいては、複
数のＨＶ印加時間で放射線画像の撮影が可能であり、各ＨＶ印加時間毎の撮影モードが設
定されている。そして、ＨＶ印加時間によって放射線画像データに含まれるオフセットは
異なるので、ＨＶ印加時間毎にオフセット補正データを準備する必要がある。そこで、こ
のＨＶ印加時間毎のオフセット補正データを準備するため、上記のようにＨＶ印加時間毎
にオフセット画像データをそれぞれ１回取得する。なお、本実施形態においては、上記の
ようにＨＶ印加時間毎にオフセット画像データをそれぞれ１回取得するようにしたが、複
数の放射線曝射時間での放射線画像の撮影を可能にし、各放射線曝射時間毎の撮影モード
を設定し、その撮影モード毎、つまり放射線曝射時間毎にオフセット画像データをそれぞ
れ１回取得するようにしてもよい。以下の説明において、ＨＶ印加時間毎に取得するデー
タは、放射線曝射時間毎に取得するようにしてもよいものとする。
【００５６】
　そして、次に、ＨＶ印加時間毎のオフセット画像データを用いて、ＨＶ印加時間毎のオ
フセット補正データを生成し、前に設定されたオフセット補正データを更新する。ここで
、本システムにおいては、オフセット補正データとして、高周波成分用オフセット補正デ
ータと低周波成分用オフセット補正データとを準備し、それぞれのオフセット補正データ
を用いてオフセット補正を行なうが、毎日行なわれるシーケンスでは、上記のようにして
取得した１枚のオフセット画像データを用いて低周波成分用オフセット補正データのみを
生成して更新する（Ｓ１８）。低周波成分用オフセット補正データは、たとえば、オフセ



(12) JP 5199735 B2 2013.5.15

10

20

30

40

50

ット画像データに移動平均処理や、メジアンフィルタ処理などの平滑化処理を施すことに
よって生成される。なお、低周波成分用オフセット補正データとは、放射線画像データに
含まれるオフセットのうち低周波成分のオフセットを補正するためのものであり、高周波
成分用オフセット補正データとは、放射線画像データに含まれるオフセットのうち高周波
成分のオフセットを補正するためのものである。また、本システムにおいては、初期設定
において、ＨＶ印加時間毎の低周波成分用オフセット補正データと高周波成分用オフセッ
ト補正データとが予め設定されており、低周波成分用オフセット補正データについては、
上述したように毎日更新される。
【００５７】
　なお、Ｓ１２からＳ１８の処理はシステムを立ち上げた直後に行なわれるが、本実施形
態においては、１日に一回だけ行なう。補正データの生成および更新については、補正デ
ータ更新部１６が、システムがその日に最初に立ち上げられたことを検知し、その検知信
号を制御部２２に出力して、制御部２２と連動してオフセット画像データの取得、補正デ
ータの生成および更新を行なう。
【００５８】
　そして、上記のようにしてオフセット補正データの更新が終了した後、予め設定された
複数の撮影モードのうちの１つが所定の選択信号入力部により術者によって選択され、そ
の選択信号が制御部２２に出力され、その選択された撮影モードに応じた放射線画像の撮
影が行なわれる（Ｓ２０）。
【００５９】
　具体的には、まず、被検者が乳房画像撮影装置１０の横に立つと、撮影台３が被検者の
身長に応じた高さに移動するとともに、アーム４が被検者の乳房の大きさや形状に応じて
回転する。そして、撮影台３の上に被検者の乳房が設置された後、乳房が撮影に適した厚
さとなるように圧迫板６が移動する。
【００６０】
　そして、乳房の圧迫が完了すると、放射線照射部２の放射線源１から放射線が射出され
、乳房に放射線が照射される。そして、被検者の乳房を透過した放射線が撮影台３内のカ
セッテ１５に照射され、カセッテ１５内の放射線画像検出器３０に乳房の放射線画像が記
録されて放射線画像の撮影が行なわれる。なお、このときの放射線照射時間およびＨＶ印
加時間は、術者により選択された撮影モードに応じた時間である。
【００６１】
　次に、カセッテ１５内の放射線画像検出器３０に記録された乳房の放射線画像を表す放
射線画像データが読み取られ、その放射線画像データが乳房画像表示装置２０に出力され
、放射線画像データ取得部１２によって取得され、放射線画像データ取得部１２のメモリ
に記憶される（Ｓ２２）。
【００６２】
　そして、放射線画像データ取得部１２により取得された放射線画像データは補正部１４
に出力される。
【００６３】
　そして、補正部１４において放射線画像データに対して、オフセット補正とシェーディ
ング補正とが施される（Ｓ２４）。オフセット補正については、上述したように予め準備
された低周波成分用オフセット補正データと高周波成分用オフセット補正データとがそれ
ぞれ用いられて低周波成分のオフセットの補正と高周波成分のオフセットの補正とが行な
われる。また、シェーディング補正についても、予め準備されたシェーディング補正デー
タに基づいて行なわれる。なお、シェーディング補正データについても、低周波成分用シ
ェーディング補正データと高周波成分用シェーディング補正データが、本システムの出荷
時に作成され、補正データ更新部１６に記憶されている。そして、これらを用いて低周波
成分のシェーディング補正と高周波成分のシェーディング補正とが行なわれる。また、シ
ェーディング補正データについては、低周波成分用シェーディング補正データのみが１週
間毎に更新されるが、その生成方法については、後述する１週間毎のシーケンスにおいて
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説明する。また、上記オフセット補正とシェーディング補正に用いられる補正データは、
Ｓ２０の放射線画像の撮影において、術者により選択された撮影モードのＨＶ印加時間に
対応する補正データである。なお、シェーディング補正については、２つの異なる線量で
取得したシェーディング補正データを用いて行なわれる。
【００６４】
　そして、補正部１４において、オフセット補正およびシェーディング補正の施された放
射線画像データが表示部１８に出力され、表示部１８は、補正済放射線画像データに基づ
いて放射線画像をモニタに表示する（Ｓ２６）。
【００６５】
　次に、本システムにおいて、１週間毎に行われるシーケンスについて、図７および図８
のフローチャートを用いて説明する。
【００６６】
　１週間毎に行われるシーケンスについても、図７におけるＳ１０からＳ１４までの処理
については、毎日行なうシーケンスと同じである。
【００６７】
　１週間毎に行なわれるシーケンスにおいては、Ｓ１４の後、撮影モードに応じたＨＶ印
加時間毎にオフセット画像データをそれぞれ１０回ずつ取得し、ＨＶ印加時間毎にそれぞ
れ１０枚のオフセット画像データを取得する（Ｓ３０）。
【００６８】
　そして、次に、ＨＶ印加時間毎の１０枚のオフセット画像データを用いて、ＨＶ印加時
間毎のオフセット補正データを生成し、前に設定されたオフセット補正データを更新する
が、１週間毎のシーケンスにおいては、低周波成分用オフセット補正データと高周波成分
用オフセット補正データとの両方を生成して更新する（Ｓ３２）。低周波成分用オフセッ
ト補正データについては、１０枚のオフセット画像データのうちの１枚のオフセット画像
データを用いて、上述したように平滑化処理を施すことによって生成される。高周波成分
用オフセット補正データの生成方法については、まず、１０枚のオフセット画像データＤ
ｏｆｆ１～Ｄｏｆｆ１０の平均化を行って１枚のＤｏｆａｖｅを取得する。この平均化は
、撮影毎に変化するランダムノイズ、つまり必要のない高周波成分を取り除くために行な
われる。そして、次に、Ｄｏｆａｖｅに対して移動平均またはフィルター処理を施してぼ
かし画像Ｄｏｆａｖｅ’を生成する。そして、次に、ＤｏｆａｖｅからＤｏｆａｖｅ’を
減算して、高周波成分用オフセット補正データＤｈを生成する。そして、続いてシェーデ
ィング補正データを生成して更新する（Ｓ３４）。具体的には、撮影モードに応じたＨＶ
印加時間毎について、それぞれ２つの異なる線量でシェーディング補正データ作成用画像
を撮影する。なお、シェーディング補正データ作成用画像は、濃度が一様ないわゆるベタ
画像である。そして、この２つの線量に応じたシェーディング補正データ作成用画像をそ
れぞれ読み出すことによって、ＨＶ印加時間毎について、それぞれ２種類のシェーディン
グ補正画像データを取得する。そして、その２種類のシェーディング補正画像データにつ
いて、それぞれ低周波成分用シェーディング補正データのみが生成される。低周波成分用
シェーディング補正データは、たとえば、シェーディング補正画像データに移動平均処理
や、メジアンフィルタ処理などの平滑化処理を施すことによって生成される。なお、本実
施形態においては、１週間毎に行われるシーケンスにおいて、低周波成分用シェーディン
グ補正データのみを更新するようにしたが、高周波成分用シェーディング補正データにつ
いては、たとえば半年毎に更新するようにすればよい。
【００６９】
　高周波成分用シェーディング補正データについては、まず、オフセット補正データを生
成するときと同様に、ＨＶ印加時間毎にそれぞれ１０枚のシェーディング補正画像データ
が取得される。そして、その１０枚のシェーディング補正画像データＤｓｈ１～Ｄｓｈ１
０の平均化を行って１枚のＤｓｈａｖｅを取得する。そして、次に、Ｄｓｈａｖｅに対し
て移動平均またはフィルター処理を施してぼかし画像Ｄｓｈａｖｅ’を生成する。そして
、次に、ＤｓｈａｖｅからＤｓｈａｖｅ’を減算して、高周波成分用オフセット補正デー
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タＤｓｈｈを生成する。
【００７０】
この高周波成分用シェーディング補正データＤｓｈｈは、線量の異なる２種類のシェーデ
ィング補正画像データについてそれぞれ取得される。
【００７１】
　なお、Ｓ３０からＳ３４の処理はシステムを立ち上げた直後に行なわれるが、本実施形
態においては、１週間に一回だけ行なう。Ｓ３０からＳ３４の処理については、補正デー
タ更新部１６が、日にちをカウントし、１週間毎にシステムがその日に最初に立ち上げら
れたことを検知し、その検知信号を制御部２２に出力して、制御部２２と連動してオフセ
ット画像データおよびシェーディング補正画像データの取得、補正データの生成および更
新を行なう。
【００７２】
　そして、上記のようにしてオフセット補正データおよびシェーディング補正データの更
新が終了した後、予め設定された複数の撮影モードのうちの１つが所定の選択信号入力部
により術者によって選択され、その選択信号が制御部２２に出力され、その選択された撮
影モードに応じた放射線画像の撮影が行なわれる（図７のＳ２０）。
【００７３】
　その後、処理については毎日行なわれるシーケンスと同様である。
【００７４】
　なお、Ｓ３４のシェーディング補正データの生成および更新については、Ｓ３２の後、
自動的に所定時間間隔で行なうようにしてもよいし、術者による操作によって行なうよう
にしてもよいが、術者により操作によって行なう場合には、Ｓ３２の処理からの時間間隔
が長くなることがあるため、Ｓ３２の処理から一定時間以上経過した場合には、再度オフ
セット画像データを取得した後、Ｓ３４の処理を行うようにしてもよい。
【００７５】
　また、上記実施形態の乳房画像撮影表示システムにおいては、オフセット補正データに
ついては、低周波成分用オフセット補正データの更新を毎日行い、高周波成分用オフセッ
ト補正データの更新を１週間毎に行なうようにしたが、更新のタイミングは、高周波成分
用オフセット補正データを更新する時間間隔の方が低周波成分用オフセット補正データを
更新する時間間隔よりも長くなるのであればこのタイミング限らず、たとえば、低周波成
分用オフセット補正データを３日毎に更新し、高周波成分用オフセット補正データを２週
間毎に更新するようにしてもよい。また、システムに応じて、高周波成分用オフセット補
正データを更新する時間間隔の方を低周波成分用オフセット補正データを更新する時間間
隔よりも短くするようにしてもよい。
【００７６】
　また、上記実施形態の乳房画像撮影表示システムにおいては、シェーディング補正デー
タについては、低周波成分用シェーディング補正データの更新を週に１回行い、高周波成
分用シェーディング補正データについては半年に１回行うようにしたがこの場合にも、更
新のタイミングは、更新のタイミングは、高周波成分用オフセット補正データを更新する
時間間隔の方が低周波成分用オフセット補正データを更新する時間間隔よりも長くなるの
であればこのタイミング限らない。なお、シェーディング補正データについても、システ
ムに応じて、高周波成分用シェーディング補正データを更新する時間間隔の方を低周波成
分用オフセット補正データを更新する時間間隔よりも短くするようにしてもよい。
【００７７】
　また、上記実施形態の乳房画像撮影表示システムにおいては、高周波成分用オフセット
補正データを生成するために、１週間毎に、ＨＶ印加時間毎について、それぞれ１０枚の
オフセット画像データを取得するようにしたが、高周波成分用オフセット補正データを得
る方法としては、これに限らない。たとえば、毎日行なわれるシーケンスで、低周波成分
用オフセット補正データを生成および更新するために取得されたオフセット画像データを
１週間分記憶しておき、つまり７枚分のオフセット画像データを記憶しておき、この７枚
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のオフセット画像データを用いて高周波成分用オフセット補正データを生成して更新する
ようにしてもよい。このようにして高周波成分用オフセット補正データを取得することに
よって、オフセット画像データを取得する時間を短縮することができる。
【００７８】
　また、上記実施形態の乳房画像撮影表示システムにおいては、ＨＶ印加時間毎のオフセ
ット画像データを毎日取得するようにしたが、たとえば、日毎にそれぞれ異なるＨＶ印加
時間に対応するオフセット画像データを取得し、日毎にそれぞれ異なるＨＶ印加時間に対
応するオフセット補正データを生成して更新するようにしてもよい。具体的には、たとえ
ば、ＨＶ印加時間が互いに異なる７つの撮影モードがある場合には、各撮影モードを１週
間の各日に割り当て、１日に１つの撮影モードに対応するオフセット補正データを更新し
、１週間で全ての撮影モードに対応するオフセット補正データの更新が完了するようにす
ればよい。
【００７９】
　また、上記実施形態の乳房画像撮影表示システムにおいては、オフセット補正データに
ついては、低周波成分用オフセット補正データを毎日更新するとともに、高周波成分用シ
ェーディング補正データを週に１回更新し、シェーディング補正データについては、低周
波成分用オフセット補正データを週に１回更新するとともに、高周波成分用シェーディン
グ補正データを半年毎に更新するようにしている。すなわち、シェーディング補正データ
の更新頻度をオフセット補正データの更新頻度よりも少なくなるようにしている。シェー
ディング補正データの生成については、放射線の曝射が必要となるためオフセット補正デ
ータの生成よりも手間がかかることになる。したがって、シェーディング補正データの更
新頻度をオフセット補正データの更新頻度よりも少なくすることにより操作者の手間を省
くことができる。なお、オフセット補正データの更新頻度とシェーディング補正データの
更新頻度とを同じにしてもよい。
【００８０】
　また、上記実施形態の乳房画像撮影表示システムにおいては、放射線画像検出器３０か
ら出力された信号を検出するためのチャージアンプ５０などを含む電気回路が設けられて
いるが、放射線画像検出器３０から出力される信号を除いた上記電気回路から出力される
信号のみを検出し、その信号が所定の閾値を超えた場合には、電気回路に故障があること
を知らせる警告を行なうようにしてもよい。また、放射線画像検出器３０に放射線を照射
しないで放射線画像検出器３０に読取光を照射して画像データを読み出し、その画像デー
タの標準偏差を算出し、その値が所定の閾値を超えた場合には、放射線画像検出器３０に
故障があることを知らせる警告を行なうようにしてもよい。
【００８１】
　また、上記実施形態の乳房画像撮影表示システムにおいて、放射線画像の記録の前に、
放射線画像検出器３０に放射線を照射しないで放射線画像検出器３０に読取光を照射して
画像データを読み出す前読みを行なうようにし、この前読みの画像データに基づいて欠陥
画素の位置を示す画素欠陥マップを生成するようにしてもよい。欠陥画素であるか否かは
、その画素データが所定の範囲にない場合には欠陥画素であると判断するようにすればよ
い。そして、さらに、上述した前読みを、たとえば、毎日行ない、前読みの画像データを
累積的に平均化し、その平均化した画像データに基づいて画素欠陥マップを生成すること
によって画素欠陥マップを毎日更新するようにしてもよい。欠陥画素は、毎日の撮影を繰
り返すことにより拡大する場合があるが、上記のようにして画素欠陥マップを更新すれば
適切に欠陥画素を検出することができる。また、前読みの画像データを使用するのではな
く、たとえば、乳房画像撮影装置１０が、乳房画像表示装置２０において撮影メニュー登
録されたときだけ放射線の照射が可能になるような場合には、その撮影メニュー登録され
ていない間に、上述した画素欠陥マップ作成用の画像データを取得するようにしてもよい
。
【００８２】
　また、上記説明においては、本発明のオフセット補正装置の実施形態を乳房画像撮影表
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示システムに適用した例を説明したが、本発明は乳房の放射線画像撮影表示システムに限
らず、その他の部位を撮影対象とする照射野絞りを有する放射線画像撮影表示システムに
も適用することが可能である。
【００８３】
　また、上記実施形態の乳房画像撮影表示システムにおいては、放射線画像検出器として
いわゆる直接変換方式および光読取方式のものを利用したが、これに限らず、たとえば、
記録方式の観点からは、いわゆる間接変換方式のものを利用してもよい。また、読取方式
の観点からは、いわゆるＴＦＴ読取方式のものを利用してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００８４】
【図１】本発明のオフセット補正装置および放射線画像撮影装置の一実施形態を適用した
乳房画像撮影表示システムの概略構成を示す図
【図２】図１の示す乳房画像撮影表示システムにおける乳房画像表示装置の概略構成を示
すブロック図
【図３】図１に示す乳房画像撮影表示システムにおける放射線画像検出器の概略構成を示
す斜視図
【図４】図３に示す放射線画像検出器の４－４線断面図
【図５】図３に示す放射線画像検出器への放射線画像の記録の作用を説明するための図
【図６】図３に示す放射線画像検出器からの放射線画像の読取りの作用を説明するための
図
【図７】図１に示す乳房画像撮影表示システムの作用を説明するためのフローチャート
【図８】図１に示す乳房画像撮影表示システムの作用を説明するためのフローチャート
【符号の説明】
【００８５】
１　　 放射線源
２　　 放射線照射部
３　　 撮影台
４　　 アーム
５　　 基台
６　　 圧迫板
１０　 乳房画像撮影装置
１２　 放射線画像データ取得部
１４　 補正部
１５　 カセッテ
１６　 補正データ更新部
１８　 表示部
２０　 乳房画像表示装置
２２　 制御部
２５　 表示部
３０　 放射線画像検出器
３１　 第１の電極層
３２　 記録用光導電層
３３　 電荷輸送層
３４　 読取用光導電層
３５　 第２の電極層
３６　 蓄電部
３７　 透明線状電極
３８　 遮光線状電極
４０　 高圧電源
５０　 チャージアンプ
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